
緑風苑デイサービスセンターうららか料金表 
要支援認定及び総合事業対象者の方の料金表 ※ 要支援認定の方は月額として表記してあります。                 令和７年２月 1日現在 

介護度 
通所介護費 

（介護予防） 

サービス提供体制強化

（Ⅱ） 

科学的介護推

進体制加算 

選択サービス 介護職員等処

遇改善加算

(Ⅰ) 

合計目安 

1 単位 10.27 円 
食費 

入浴タオル 

(レンタル) 
口腔機能向上 

加算(Ⅰ) 

事業対象者 

要支援１ 

１８４６円 

（1798 単位） 
７３円（72 単位） 

４１円 

（40 単位） 

１５４円 

（150 単位） 

１９５円 

（190 単位） 

２３１０円 

2 割負担(4621 円) 

3 割負担(6932 円） ７００円 

(1 日当り） 

１００円 

(1 日当り) 

要支援２ 
３７１８円 

（3621 単位） 
１４７円（144 単位） 

３７４円 

（364 単位） 

４４３５円 

2 割負担(8871 円) 

3 割負担(13306 円） 

要介護認定を受けている方の料金表 ※ 要介護認定の方は１回あたりとして表記してあります。 

介護度 
通所介護費 

（大規模型Ⅱ） 

サービス提供体制強化

（Ⅱ） 

選択サービス  合計目安 

１単位 10.27 円 
食費 

入浴タオル 

（レンタル） 入浴介助（Ⅰ） 個別機能訓練(Ⅰ)ロ 

要介護１ 
５３９円 

（525 単位） 

１８円（18 単位） ４１円 

(４０単位） 

７８円 

（７６単位） 

６７６円 

2 割負担(1353 円) 

3 割負担(2030 円) 

７００円 

(1 日当り） 

１００円 

(1 日当り) 

要介護２ 
６３６円 

（620 単位） 

７７４円 

2 割負担(1548 円) 

3 割負担(2323 円) 

要介護３ 
７３４円 

（715 単位） 

８７１円 

2 割負担(1743 円) 

3 割負担(2615 円) 

要介護４ 
８３３円 

（812 単位） 

９７１円 

2 割負担(1943 円) 

3 割負担(2914 円) 

要介護５ 
９３１円 

（907 単位） 

１０６９円 

2 割負担(2138 円) 

3 割負担(3207 円) 

○ 料金表の額は各々1単位あたり 10.27 円（行田は 6級地）として小数点以下を切捨てし、負担分の表記をしてありますので、実際の金額と異なる場合があります。 

○ 要介護での利用の方で、送迎のご利用が無い場合は、片道一回あたりを通所介護費より 47 単位引かせて頂きます。 

○ クラブ活動の参加によって、材料費分を頂く場合があります。 

科学的介護推進体制加算 １か月につき所定単位数を加算 ４０単位/１月あたり 

ＡＤＬ維持等加算(Ⅰ) １か月につき所定単位数を加算 ※要介護認定を受けている方のみ ３０単位/１月あたり  

口腔機能向上加算(Ⅰ) １か月につき要支援者は１回、要介護者は２回の所定単位数を加算 １５０単位/１月あたり ※選択サービス 

介護職員等処遇改善加算(Ⅰ) １か月の利用した基本サービスと加算サービスの単位数の合計 単位数に９．２％を乗じた単位数 



緑風苑デイサービスセンターうららか 

                      通所型サービスＡ料金表               令和７年２月１日現在 

要支援認定及び総合事業対象者の方の料金表 ※ 要支援認定の方は月額として表記してあります。 

 

介護度 利用回数 
通所介護費 

（介護予防） 

合計目安 

１単位 10.27 円 
食費 

入浴タオル 

(レンタル) 

事業対象者 

要支援１ 

週１回 １４６２円 
（1462 単位） 

１４６２円 

2 割負担(2924 円) 

3 割負担(4386 円) ７００円 
(1 日当り） 

１００円 
(1 日当り) 

事業対象者 

要支援２ 

週２回 ３０１４円 
（3014 単位） 

３０１４円 

2 割負担(6028 円) 

3 割負担(9042 円) 

 

 

○ 料金表の額は各々1単位あたり 10.00 円（行田は 6級地）です。 

○ クラブ活動の参加によって、材料費分を頂く場合があります。 

 

※  緩和型サービス通称「通所型サービスＡ」は比較的、軽度の利用者様を対象にしたサービスで主な目的は要支援者又は総合事業対象者の方々が 

現在の状態を維持及び改善を図り、又は要介護状態となることを予防し、自立した日常生活を営むことができるよう運動・レクリエーション等を 

行い利用者様の心身機能の維持回復を図り、もって生活機能の維持又は向上を目的としております。その為、介助をするのではなく施設サービス 

全般（食事、入浴、排泄等）全てにおいて声掛け、誘導等しないで自身で出来る前提で行って頂き楽しみながら運動・レクリエーション等を行い 

予防に努めていきます。 

その為、他のサービスを利用されている利用者様とは異なったサービスを提供させて頂くことをあらかじめご理解、ご了承ください。 


